






要約:妊娠中に妊婦が持つ不安に対して集団的指導である母親学級がどのような効果があ

り、かつ分娩に対してどのような影響があるかを調べた。対象は妊娠経過に異常のない妊

婦 25 例で、うち初産婦が 19 例、経産婦が 7 例であった。母親学級の前の STAI の状態不

安は 39.8±8.1 から母親学級後に 35.6±8.5 へと有意に低下し(t=4.60、P=0.OO01)、妊婦

の不安の軽減に母親学級が有効であることが示された。分娩に関しては当科が行っている

選択的誘発分娩について、あらかじめ外来で設定した日に入院して分娩に至った群(誘発

群)と設定した日よりも以前に自然陣発や破水で来院し分娩に至った群(陣発群）に分けて

検討したところ、誘発群では母親学級前後で STAI の状態不安が 38.9±8.6 から 33.6±8.2

へと有意に低下している(t=6.06p=O.O01)のに対して、陣発群では 42.3±6.6 から 41.3±

6.9 と有意な低下が認められなかった(t=0.48,N.S.)。陣発群は全て初産婦だったので、

誘発群 18 例中の初産婦 12 例と比較検討すると、産科外来での最終 Bishop score、分娩

所要時間、出生児体重、分娩時出血量に有意差は認められなかった。また分娩に対する自

己評価点も両群間で有意差はなかった。以上の結果から妊娠中の不安に対しては母親学級

がその軽減に有効であるが、不安の軽減しない妊婦では選択的誘発分娩の設定した日以前

に分娩に至る例の多いことが判明した。これらの例では不安状態の持続が早期の陣痛の発

来に関与していると考えられた。


